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示染は、このたび

市が主催する第3回

'拭を受貨された、

しては

も■ろんのこと、お力さんとして

も知られている方です。

『現代岩訳 折氏物語』をはじめ、

『痕の終り』や『場所』など

うなの者イ係があ り、たくさんの

文字拭を攻枚 しています。

最近で1女86歳 にしてケータイ

′J 現`の純年にもfyt戦するなど、

4ャ レンジ精神と遊びだ

あ′S、れるかばあさんです。

って?

新潟市ゆかりの像 である

坂口安吾は、大学だけでなく

何手においても一生妹命に

子ャレンジし続ける人であった

といわれています。
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◆
り
子
高
齢
化
や
終
末
医
項
な
と
　
今
に
通
じ
る
問
題
を
描

い
て
い
る
。

今
の
私
た
ち
の
状
況
か
ら
す
ぐ
地
面
き
の
よ
う

な
感
じ
が
し
て
、

と
て
も
他
人
事
に
思
え
な
い
感
じ
が
し
た
。

い
つ
か
本
当
の
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

●
末
来
の
話
と
い
っ
て
も
、

す
ご
い
テ
ク
ノ
ロ
シ
ー
と
か
が

で
て
＜
る
の
で
は
な
く
、

現
代
の
話
に

「
長
毒
が
実
現
し
た

社
会
」
と
い
う
設
定
だ
け
を
組
み
込
ん
だ
ら
こ
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な
る
、
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い
う
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な
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迫
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。
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死
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副
」
な
ど
は
言
語
に
も
よ
く
登
賜
す
る
モ

デ
ー
フ
だ
が
、

フ
ア
ン
タ
シ
ー
と
か
で
長
考
の
種
族
が
例
外

な
く
に
ど
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と
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。
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。
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。
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Ｃ
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『みずものがたり 水 をめぐるフの話』

Think the Earthプロジェク ト 編 著

(一般 517ミ )
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人間が誕生するすっと前から地球に存在する水。その量 ま今

も吉もほぼ変わらす 13ほ 3000 k市 だそぅです。その中の

大半が海水であり、米河や南極の水などの人間が直接利用する

ことができない淡水をのぞくと残りは約 18k甫 。約 13k高

と言われてもピンと来ませんが、この割合を分かりやすく例え

て地球上の水の終量が 2002の お風呂の水であるとするなら

は、生吉物が和用できる水はわすか大さじ2杯 弱と言えます。

その貴三な水資源を、大間を含めた地球上に生きる動植物で分

け合つて使つているのです。石油や石炭などの化石燃料とは違

い、本来ならば循環させることで永久に利用できた淡水資源ですが 近 年の環境汚業や人口増加

による水の使用量の増加により 生 き物が利用できる淡水の量は不安定になつてきています。

この本は私たち人間にとって、なくてはならない水に関する話を7つ のテーマに分けて解説 し

ています。写真、経、文により分かりやすく地球上に豊かに存在する水の神秘、大切さ、不思議

さ そ して今深刻なまでに直面する水Fn5題について知ることができます。分かりやすくも吉段知

ることのない様々な情報が詰まつていますので大人から子どもまで楽 しめて、なおかつあまり意

識することのなくとも自分たちの周 りに多く存在する水について、より深く考えるきつかけを与

えてくれると思います。

かつて日本ては 「水と安全はタダ」と言われていた時代があったそうです。この言東から、ま

たE3本には入浴の習慣が根付いていることから世界各国の中でも日本は水の豊かな国であること

が分かります。現在でも日本では水道の蛇口をひわれば、制限されることなく水を使うことが出

来ますが 水不足により世界の各地で日本のように水を十分に使うことができない人々がいます。

さらにはバーチャルウォーター (輸入 した食粗をもし自国で生産 した場合に必要となる水の呈サ

を考慮すると現在は売 り買いするはど地域問て水資源の帰 りがある時代と言え 食 料自給=わ 4

0%と 多くの食料を輸入に額つている日本は膨大な二の水を各国から集めていることになります。

日常の中で当たり前のように行つている生活が実は多くの水を使つていて 私 たちの現在の環境

を恵まれていると感 じることができれば水不足に因つている世界の人々のために、そして地球の

末来のために水を大切にするにはどうしたらいいかといったことに思いをめぐらせ、そして行動

に移すことができるでしょう。最後に 食 材を生産する時点から考えて 牛 丼一杯を作るのにど

れ くらいの水が必要か分かりますか ? 客 章え は  『み ず も の 力くた り 』 の 中 rこ :

(小朴冴子)


